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園
制
が
、
い
つ
・
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に
封
し
で

も
、
一
定
の
見
通
し
を
立
て
て
お
き
た
い
。
こ
れ
が
第
二
勲
で
あ
る
。

そ
の

際
、
同
時
代
の
中
園
王
朝
か
ら
の
影
響
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
五
胡
H
H
高
畠
郡

時
代
ゃ
、
先
行
す
る
諸
民
高
昌
園
時
代
か
ら
の
縫
績
性
に
も
注
意
を
挽
い
た
い

と
思
う
。

ア
ク
パ
ル
時
代
末
期
の
史
料
に
つ
い
て

|
|
い
わ
ゆ
る
『
ア
フ
ワ
l
リ
・
ア
サ
ド
・

ベ
グ
』
を
中
心
に
|
|
』

員

ネ谷

之

下

ア
ク
パ
ル
時
代
の
公
式
の
王
朝
史
『
ア
ク
パ
ル
・
ナ

1
7
』
は
著
者
の
暗
殺

に
よ
り
治
世
第
四
七
年
初
三
六

O
二
年
〉
ま
で
の
記
事
を
も
っ
て
中
紹
し
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
以
降
ア
ク
パ
ル
の
死
去

三

六

O
五
年
〉
ま
で
の
時
期
に

つ
い
て
は
、
同
時
代
史
料
が
き
わ
め
て
乏
し
く
、
詳
細
な
情
報
は
後
代
に
編
纂

さ
れ
た
年
代
記
に
錬
る
ほ
か
な
い
。

こ
の
よ
う
な
史
料
欣
況
に
お
い
て
、
そ
の
時
期
に
ア
ク
パ
ル
に
仕
え
た
人
物

に
よ
っ
て
書
か
れ
た
記
録
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る

『
ア
フ
ワ

1
リ
・
ア
サ
ド
・
ベ

グ
』
は
貴
重
な
同
時
代
史
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
書
の
校
訂
本
は
い
ま
だ
存
在
せ
ず
、
ご
く
部
分
的
な

翻
誇
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
本
書
の
史
料
論
を
試
み
た
研
究

も
皆
無
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
研
究
は
、
今
日
知
ら
れ
る
本
書
の
潟
本
六
結
を
検
討
し
た
上

で、
一
.
篤
本
系
統
の
考
察
を
ふ
ま
え
て
校
訂
本
作
成

へ
の
指
針
を
示
し、

二
.
著
者
の
履
庭
、
著
作
時
期
な
ど
の
検
討
か
ら
、
基
礎
的
な
史
料
論
を
示

す
。
そ
の
上
で
、

三
.
他
の
史
料
と
の
封
照
に
お
い
て
史
料
的
債
値
を
検
討
し
、

四
.
こ
の
時
期
に
関
す
る
史
料
金
般
の
諸
問
題
に
も
論
及
す
る。

「
近
代
」

に
直
面
す
る
遊
牧
民

|

|
ヤ
l
ジ
ュ
・
ベ
デ
ィ
ル

の
事
例
か
ら
|
|

江

}II 

ひ
か
り
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ヤ
l
ジ
ュ
・
ベ
デ
ィ
ル
は
、
西
ア
ナ
ト
リ
ア
に
お
い
て
オ

ス
マ
ン
朝
の
行
財

政
機
構
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
遊
牧
民
グ
ル
ー
プ
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
一
五
三

O
年
、
ャ
l
ジ
ュ
・
ベ

デ
ィ
ル
は
、
「
ヤ
イ
ジ
ュ

ラ
ル
・

ュ
リ
ュ

ク
レ
リ
・

ジ
ェ
マ
ア
テ

ィ
」
と
し
て
知
ら
れ、

行
政
的
に
は
マ

ニ
サ
豚
ギ
ョ

ル

デ
キ
郡
に
恒
附
属
し
て
い
た
。
世
田
時
納
税
制
割
象
戸
と
し
て
一
一
戸
が
、
一
八
世
紀

初
頭
に
は
約
八

O
戸
が
、
さ
ら
に
一
九
世
紀
中
棄
に
は
パ
ル
ケ

ス
ィ
ル
地
域
に

あ
わ
せ
て
二
四
七
戸
が
存
在
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
ヤ
l
ジ

ュ・

ベ
デ
ィ
ル

は
、
人
口
増
加
と
新
た
な
経
済
力
の
獲
得
と
に
と
も
な
っ
て
、

ギ

ョ
ル
デ
キ
周

遅
か
ら
生
活
の
場
を
抜
大
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ヤ
l
ジ

ュ・

ベ
デ
ィ

ル
は
、
も
と
も
と
弓

(
ヤ
イ
)
を
製
造
し
て
き
た
こ
と
に
よ

っ
て
古
く
か
ら

「
ヤ
イ
ジ
ュ
ラ
ル
(
弓
職
人
ど
と
い
う
名
で

知
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば
二
ハ

世
紀
前
牢
に
は
一
一

J
一
二
の
弓
を
、
一
八
世
紀
初
頭
に
は
八

0
1八
一
の
弓



を
税
と
し
て
納
め
る
こ
と
が
謀
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
弓
の
需
要
が
低
下

し
、
時
代
の
経
過
と
と
も
に

「
ヤ
イ
ジ
ユ
」
と
い
う
名
稽
は
、
よ
り
翠
音
し
や

す
い
「
ヤ
l
ジ
ユ
」

へ
雛
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
経
済
活
動
の
観
貼
か
ら
彼

ら
に
と
っ
て
じ
ゅ
う
た
ん
製
造
お
よ
び
畜
産
業
も
ま
た
重
要
な
位
置
を
占
め
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
世
紀
中
葉
、
彼
ら
の
う
ち
の
数
家
族
は
農
業
に
従
事
し

て
お
り
、
彼
ら
が
じ
よ
じ
よ
に
定
住
化
の
過
程
を
歩
ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
。
一
九
世
紀
後
半
に
は
強
制
的
定
住
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
が
、
今
日

も
な
お
彼
ら
は
天
然
染
料
を
用
い
て
じ
ゅ
う
た
ん
を
家
の
中
で
織
り
績
け
て
い

る。

ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
蜂
起
再
考

松

久

男
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ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
蜂
起
は
、
一
八
九
八
年
五
月
一
八
日
未
明
、
フ
ェ

ル
ガ
ナ

地
方
東
部
の
ム
ス
リ
ム
約
二
千
名
が
、
ナ
ク

シ
ュ
パ
ン
デ
ィ
l
数
圏
の
導
師
ド

ゥ
ク
チ
・
イ
シ
ャ
l
ン
の
指
揮
下
に
ア

ン
デ
ィ
ジ
ャ

ン
駐
屯
の
ロ
シ
ア
箪
に
攻

撃
を
か
け
た
事
件
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
報
告
者
は
、
か
つ
て
こ
の
事
件
に

つ
い
て
論
文
を
愛
表
す
る
機
曾
を
得
た
が
ハ
「
ア
ン
デ
ィ
ジ
ャ
ン
蜂
起
と
イ
シ

ャ
l
ン
」
『
東
洋
史
研
究
』
第
四
四
谷
第
四
続
、

一
九
八
六
年
)
、
ソ
連
時
代

の
制
約
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
の
で
き
た
史
料
に
は
限
り
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
ベ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
以
後
の
激
獲
の
中
で
研
究
環
境
は
大
き
く
改
善
さ
れ
、

現
地
の
研
究
者
と
の
意
見
交
換
は
も
と
よ
り
、
史
料
の
可
能
性
も
開
か
れ
た
。

こ
の
蜂
起
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ド
ゥ
ク
チ
・
イ
シ
ャ
l
ン
の
自
筆
本
と
さ
れ
る

『
思
慮
な
き
者
へ
の
訓
戒
』、
彼
の
お
び
た
だ
し
い
奇
蹟
に
関
す
る
俸
承
を
集

め
た
潟
木
、
ま
た
同
時
代
の
ム
ス
リ
ム
知
識
人
の
著
し
た
フ
ェ
ル
ガ
ナ
史
な
ど

の
史
料
か
利
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
こ
れ
ま
で
不
明
で

あ
っ
た
ド
ゥ
グ
チ

・
イ
シ
ャ
l
ン
の
思
想
と
活
動
、
さ
ら
に
彼
の
数
圏
の
寅
態

に
つ
い
て
多
く
の
手
が
か
り
を
輿
え
て
く
れ
る
。

一
方
、
ロ

シ
ア
に
削
到
す
る
ジ

ハ
l
ド
と
い
う
彼
の
行
動
に
つ

い
て
は
、
同
時
代
か
ら
相
反
す
る
評
債
が
あ
っ

た
が
、
こ
の
問
題
は
蜂
起
か
ら
一
世
紀
を
経
た
現
代
に
お
い
て
も
俸
統
的
な
ハ

ナ
フ
ィ
l
汲
ウ
ラ
マ
!
と
イ
ス
ラ
l
ム
復
興
主
義
者
と
の
聞
の
争
黙
と
な
っ

て

い
る
。
今
回
の
報
告
で
は
奮
稿
の
不
足
を
補
う
と
と
も
に
、
こ
の
蜂
起
を
中
央

ア
ジ
ア
に
お
け
る
再
イ
ス
ラ
l
ム
化
と
い
う
調
貼
か
ら
再
考
し
て
み
た
い
。

清
代
中
期
の
冒
掲
冒
考
問
題
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本

清
代
中
期
の
乾
隆
三

O
(
一
七
六
五
〉
年
前
後
よ
り
、
中
圏
各
地
で
官
指
官

考
問
題
即
ち
掲
納
や
腹
試
の
資
格
を
め
ぐ
る
訴
訟
や
紛
争
が
頻
愛
し
た
こ
と
を

背
景
に
、
報
指
態
試
を
許
さ
れ
る
者
と
禁
じ
ら
れ
る
者
と
の
範
圏
に
関
し
て
、

躍
部
を
中
心
に
、
問
題
と
な
る
個
別
事
例
に
卸
し
た
論
議
が
積
み
重
ね
ら
れ

た。

そ
の
結
果
、
同
じ
く
街
門
で
臨
服
役
す
る
人
々
の
な
か
で
も
、
庫
了

・
斗

級
・
民
壮
は
報
掲
熔
試
し
て
も
よ
い
が
、
馬
快
や
門
子
・
弓
兵
等
は
い
け
な

い
、
と
い
う
よ
う
に
、
細
か
い
規
定
が
作
ら
れ
て
く
る
。
そ
れ
ら
の
規
定
は
、

例
え
ば
嘉
慶
一
七
三
八
二
一
)
年
の
『
欽
定
皐
政
全
書
』
巻
四
三
「
匿
別
流

口問
」
の
な
か
に
ま
と
め
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
人
々


